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　その上、堅固に守られた多勢の体勢に対する波

状の時間差攻撃では、効果が薄い。更に、無勢の

毛利軍は、最初から意思疎通を欠いていた（来嶋

又兵衛 vs. 久坂玄瑞）。

　毛利軍側は、伏見勢・天竜寺（嵯峨）勢・山崎

勢の各三隊の間に連携が行き届かず、想定外の時

間差攻撃となって一気呵成の集中攻撃が為されな

かったようである。

　つまり、満を持して待つ幕府軍（大垣兵）に対し、

先ず、弱兵の集団だった福原越後の伏見勢が粉砕さ

れて潰
考広

えて退却、次いで、国司信濃の率いる嵯峨隊

も総大将来嶋又辺衛が蛤御門で戦死し退散した。

　堺御門に向かった玄瑞の山崎隊（益田右衛門介

指揮）は、善戦して守兵の越前兵・薩兵を破り鷹

司邸へ入った。が、既に他の長州二軍を破った幕

府軍側が全ての軍勢を集中・殺到させたから、衆

寡敵せず・・・無念、剛毅・剛勇・猛者の玄瑞も

遂に潰
考広

えたのである。

想見
　目まぐるしく変化する政局・世相の中に有って、

久坂玄瑞はその生涯を政治・政務行動・村塾の教

壇等に携わりながら東奔西走・縦横無尽に走り回

りながら、絶えず松陰・高杉晋作・入江九一・中

村道太郎・浦靱負・口羽憂庵・佐久間象山・赤川

淡水・中谷正亮・松浦亀太郎・月性・土屋矢之助・

梅田雲浜・桂小五郎・長井雅楽・吉田稔磨・坂本龍馬・

武市半平太・吉村寅太郎・平野国臣・西郷隆盛等々

（順不同）、数多くの人々と書状文通・会合などで

政局に関する意見交換をし続けたようである。

“炎の人松陰”もたじろぐ程の過激な思想で縦横

無尽な言行を成した、と言われ、松陰も「その才

は縦横無礙」にして「多才なること同志中第一」

と評している。その由を以て、その早世を惜しむ。

（＊無
拷 校

礙＝無
拷 校

碍→さえぎるものがない）

　概して言えば、無私の心で懸命に国に殉じた

人々を偲ぶ時、“歴史の流れは人間の思惑とは全

く無関係にさりげなく淡々と流れて行く冷酷なも

のだ。そして、時の流れが人の希望の夢を挫折さ

せる時、これを無残・無念と言うのだ”と考える

と、悲しみは更に増す。

＊玄瑞には“桔梗屋の芸者辰路との間に子を成した”

と言う逸話もあるが、今回はヤボな話は割愛した。
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左から、上田講師、濱野教授、私と林先生
　　　　( 指導医 )　　　　　　　　( 執刀医 )

と持てはやされる加山雄三氏が、昭和の大スター

として一世を風靡しながら、再婚相手と別れた、

失意の父・上原謙氏を自宅に引き取って、82 歳で

亡くなるまで 1 年半、共に過ごしながら見聞した

所見を「父の最期と理想の死に方」に纏められ、

赤裸々に一挙公開された。吉永馨東北大学教授と

の対談からは数多くの示唆が読み取れます。吉永

教授は「生と死は表裏の関係」であり、誰にも死

は必ずやって来るものだから、死をタブー視する

のは問題であるとされた。更に「平均寿命」とは

別に「健康寿命論」にも言及されて、その落差で

家族を苦しめる「長患い」の不幸に対して、次第

に枯れて行く「自然死」こそ『最高の幸せ』では

ないかと論じておられます。それを受けて、次項

ではノンフィクション作家奥野修司氏が、長寿者

の病状に慌てふためき「見ていられない。恐い。

何とかして上げたい」と救急車が呼ばれるため、

病院死と家庭死が逆転、病院死の方が当たり前に

成り「看取り文化」が消えてしまったと嘆かれて

いるし、ターミナルケアで話題に成る「死の床に

見える『お迎え現象』」を多数報告され、これは

死の苦痛を除去する自然のメカニズムとされた。

先月号に登場した「緩和ケア医師『余命十カ月の

決断』」で、宮城県在住の岡部健医師グループの

リーダー岡部先生は、日本の緩和医療学会では、

スピリチュアルケアに宗教的ケアを入れていない

ために、終末期を難しくしているし、これを無視

したままで「死に行く道しるべ」を持たぬ団塊の

世代が大量死する時代が来ると、在宅地獄に陥る

だろうと警告されている ( 原文に沿って引用 ) 。

そのため今年 4 月、東北大学に「実践宗教学寄附

講座」が開講されて、3 年後に臨床宗教師が誕生

する予定であると、締めくくられました。

何はともあれ、長い間「へそ曲り」の異端児と

敬遠されて来た中村先生が「時の人」に成られた

ことを、心から祝福させて頂くと共に、勇気百倍

して執筆出来たことは何よりでした。

それにしても今回私が手術体験によって死生観

に目覚めたとは言え、医療や介護に関する微妙な

問題だけに、尚一層の慎重さが求められるため、

ご迷惑とは思いましたが、老健事業の先覚者でも

あり、三好家総帥の三好正之先生と、地元で 30

年の伝統を誇る厚南医療研究会の有志から、ご誠意

溢れる数々のご助言を頂いて、万全を期すことが

出来ました。改めて深く感謝申し上げます。

最後にあれもこれもと欲張り過ぎて、結局要領

を得ない長文に成りましたが、多少なりとも微意

お汲み取り頂ければ、望外の幸せと存じます。
















